
一 般 質 問
（ 要 旨 ）

アキシマエンシスへ、ようこそ

答
弁　

見
回
り
を
強
化
し
、
雑

草
等
の
対
応
を
す
る
と
と
も
に
、

災
害
時
の
が
れ
き
等
の
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
と
し
て
の
利
用
も
視

野
に
入
れ
、
在
り
方
に
つ
い
て
、

中
長
期
的
に
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

拝
島
公
園
プ
ー
ル
跡
地

の
活
用
に
つ
い
て
、

①
暫
定
利
用
に
向
け

て
整
備
を
進
め
て
い

る
が
、
計
画
は
。
②

祭
礼
用
具
類
の
保
管

倉
庫
用
地
と
し
て
、

一
部
を
借
用
で
き
な
い
の
か
。

答
弁　

①
暫
定
利
用
と
し
て
、

芝
生
化
し
、
自
由
に
利
用
で
き

る
広
場
と
す
る
。
②
拝
島
日
吉

神
社
の
榊
祭
等
の
伝
統
文
化
継

承
の
た
め
、
重
要
性
は
認
識
す

る
が
、
行
政
財
産
は
使
用
の
許

可
の
範
囲
が
定
め
ら
れ
て
い
る

ほ
か
、
都
市
計
画
上
の
制
限
も

あ
り
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

質
問　

女
性
も
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
、
東
京
・
生
活

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
東
京
都
の

区
・
市
に
、
女
性
の
安
全
安
心

自
治
体
調
査
を
行
っ
た
。
今
後

の
女
性
支
援
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
①
基
本
的
な
考

え
方
は
。
②
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
被
害
に
対
す
る

市
民
や
事
業
者
へ
の

啓
発
が
不
足
し
て
い

る
の
で
は
。
③
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

被
害
者
へ
の
支
援
は
全
庁
的
な

連
携
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る

の
か
。
④
性
暴
力
被
害
者
支
援

に
お
け
る
市
の
役
割
は
、
都
の

支
援
事
業
に
つ
な
げ
る
こ
と
だ

が
、
性
暴
力
救
援
セ
ン
タ
ー
・

東
京
な
ど
、
性
暴
力
に
特
化
し

た
相
談
窓
口
の
周
知
・
啓
発
を
。

答
弁　

①
今
年
４
月
に
女
性
活

躍
支
援
担
当
を
新
設
し
、
包
括

的
な
女
性
の
支
援
に
関
す
る
広

報
や
啓
発
を
重
ね
た
ほ
か
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
す
る

中
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
っ
て
い
く
。
②
広
報
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
充
実
を
図
っ

て
い
く
中
で
、
周
知
が
行
き
届

き
に
く
い
市
民
等
へ
の
対
応
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
い
が
、
相

談
の
記
録
を
共
有
し
、
関
係
各

課
で
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

対
応
で
き
て
い
る
。
④
支
援
に

関
す
る
情
報
を
、
ど
の
よ
う
な

形
で
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

で
き
る
の
か
、
検
討
し
て
い
る
。

質
問　

様
々
な
不
安
を
抱
え
る

市
民
の
た
め
、
福
祉
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
は
。

答
弁　

最
初
に
相
談
を
受
け
た

窓
口
か
ら
、
必
要
な
窓
口
等
へ

つ
な
げ
、
課
題
の
解
決
に
努
め

る
総
合
的
な
相
談
支

援
体
制
の
構
築
を
進

め
て
い
る
。

質
問　

若
者
が
悩
み

や
不
安
を
す
ぐ
に
相

談
で
き
る
、
若
者
に

特
化
し
た
相
談
窓
口
の
設
置
を
。

答
弁　

国
や
都
の
計
画
等
を
踏

ま
え
、
支
援
体
制
に
つ
い
て
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
終
息
し
て
い
な
い
中
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

し
た
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
は
。

答
弁　

様
々
な
課
題
は
あ
る
が
、

他
自
治
体
の
取
り
組
み
な
ど
、

総
合
的
に
研
究
し
て
い
く
。

質
問　

子
ど
も
達
へ
の
支
援
に

つ
い
て
、
①
家
庭
の
経
済
格
差

に
よ
る
教
育
格
差
が
問
題
と
な

る
中
、
生
活
困
窮
・

ひ
と
り
親
世
帯
の
子

ど
も
へ
の
学
習
塾
型・

家
庭
訪
問
型
の
学
習

支
援
を
実
施
す
べ
き
。

②
待
機
児
童
解
消
を

推
進
す
る
事
業
計
画
に
お
い
て
、

福
島
保
育
園
分
園
が
低
年
齢
児

に
特
化
し
た
分
園
に
移
行
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
入
園
時
に
保

護
者
へ
の
説
明
が
な
か
っ
た
。

移
行
に
至
っ
た
経
緯
は
。
③
子

ど
も
を
預
か
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

③
先
行
実
施
し
て
い
る
他
の
自

治
体
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を

参
考
に
、
年
齢
要
件
等
の
課
題

も
含
め
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

子
ど
も
達
が

水
と
触
れ
合
え
る
じ

ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
は
、

子
育
て
世
代
の
満
足

度
向
上
や
人
と
人
が

つ
な
が
る
憩
い
の
場

所
と
な
る
。
水
の
Ｐ
Ｒ
も
含
め
、

公
園
な
ど
に
設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　

費
用
や
衛
生
上
の
管
理

等
の
課
題
か
ら
設
置
は
困
難
だ

が
、
公
共
施
設
の
利
活
用
に
つ

い
て
、
他
市
の
取
り
組
み
な
ど

を
注
視
し
、
検
証
し
て
い
く
。

質
問　

通
級
指
導
学
級
・
特
別

支
援
教
室
の
現
状
に
つ
い
て
、

①
小
学
校
に
お
い
て
、
個
別
の

教
育
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
指

導
形
態
で
あ
る
特
別

支
援
教
室
体
制
を
導

入
し
て
か
ら
約
１
年

半
が
経
過
し
た
。
運

営
上
の
課
題
は
。
②

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
少
人

数
学
級
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
会

話
の
制
限
な
ど
の
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
中
、
通
級
指
導
学

級
、
特
別
支
援
教
室
で
の
対
応

は
非
常
に
難
し
い
と
考
え
ら
れ

る
が
、
状
況
は
。
ま
た
、
新
た

な
対
策
が
必
要
で
あ
れ
ば
予
算

を
計
上
し
、
即
時
に
対
応
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
考
え
は
。

答
弁　

①
担
当
教
員
に
よ
る
特

別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
の
実

態
把
握
や
指
導
技
術
が
課
題
で

あ
り
、
研
修
な
ど
に
よ
り
、
専

門
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

②
感
覚
過
敏
の
た
め
マ
ス
ク
と

肌
の
接
触
に
抵
抗
が
あ
る
な
ど

の
事
例
が
あ
り
、
一
人
ひ
と
り

の
特
性
に
応
じ
た
丁
寧
な
指
導

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
た

な
対
策
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

学
校
か
ら
の
要
望
等
を
聞
き
な

が
ら
そ
の
都
度
検
討
し
、
対
策

が
必
要
な
場
合
は
予
算
を
確
保

し
、
速
や
か
に
対
応
し
て
い
く
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
障
害
者
就
労
支
援
施
設

へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
①
市
内

に
あ
る
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
・

就
労
移
行
支
援
事
業
所
の
運
営

状
況
は
。
②
営
業
時
間
の
短
縮

や
売
り
上
げ
減
に
よ
り
、
利
用

者
の
工
賃
に
も
影
響
が
出
て
い

る
。
支
援
金
の
給
付
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
は
。

答
弁　

①
全
て
の
事

業
所
が
運
営
を
継
続

し
て
お
り
、
各
事
業

所
に
お
い
て
、
通
所

者
へ
の
支
援
が
途
切

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
最
大

限
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。

②
経
済
的
な
支
援
も
含
め
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
、
障
害
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
引
き
続

き
障
害
特
性
に
応
じ
た
適
切
な

支
援
の
実
施
に
努
め
て
い
く
。

イ
事
業
の
対
象
を
中
学
生
ま
で

広
げ
る
べ
き
。
ま
た
、
他
市
で

実
施
し
て
い
る
里
親
を
活
用
し

た
事
業
を
行
う
考
え
は
。

答
弁　

①
子
ど
も
達
の
社
会
的

自
立
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と

認
識
す
る
が
、
財
源
の
確
保
に

課
題
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
対

応
が
可
能
で
、
効
果
的
・
効
率

的
で
あ
る
か
を
検
討
し
て
い
く
。

②
更
な
る
待
機
児
童
の
解
消
を

図
る
た
め
、
低
年
齢
児
に
特
化

し
た
分
園
へ
の
移
行
を
計
画
し
、

運
営
す
る
法
人
と
移
行
時
期
等

を
協
議
し
て
き
た
が
、
改
め
て

保
護
者
の
意
見
を
聞
き
、
時
期

等
を
再
度
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

多
摩
川
の
諸
問
題
に
つ

い
て
、
①
昨
年
の
台
風
19
号
時

に
、
水
鳥
公
園
の
南
側
で
、
堤

内
に
水
漏
れ
が
あ
っ
た
と
聞
い

た
。
河
川
管
理
者
へ
堤
防
の
危

険
箇
所
改
善
の
働
き
掛
け
が
必

要
で
は
。
②
拝
島
橋
上
流
の
堤

防
上
の
通
路
は
狭
く
、

路
面
の
舗
装
も
悪
い
。

多
く
の
自
転
車
、
歩

行
者
の
通
行
が
あ
り
、

危
険
で
あ
る
た
め
、

河
川
管
理
者
へ
改
善

を
要
望
す
べ
き
。

答
弁　

①
指
摘
箇
所
は
京
浜
河

川
事
務
所
と
現
場
確
認
し
た
が
、

堤
防
側
か
ら
の
水
漏
れ
な
の
か
、

崖
線
側
か
ら
の
湧
水
な
の
か
、

特
定
で
き
な
か
っ
た
。
京
浜
河

川
事
務
所
に
、
堤
防
等
の
危
険

箇
所
の
改
善
を
図
る
よ
う
に
要

請
し
た
。
②
遊
歩
道
の
安
全
確

保
の
要
請
を
継
続
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
歩
行
者
優
先
等
の
路

面
標
示
で
注
意
喚
起
を
促
す
等
、

周
知
の
徹
底
を
図
り
、
歩
行
者

の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

田
中
町
三
丁
目
の
不
燃

ご
み
等
処
分
中
継
地
に
つ
い
て
、

樹
木
や
雑
草
が
繁
茂
し
、
蚊
な

ど
の
害
虫
が
発
生
し
、
困
っ
て

い
る
と
の
声
が
あ
る
。
建
物
を

撤
去
し
、
憩
い
の
場
と
し
て
活

用
す
る
考
え
は
。

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団	

馬
場 　

保  

議
員

多
摩
川
に
関
す
る

諸
問
題
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団	

髙
橋 　

誠  

議
員

障
害
者
支
援
の
現
状
と

更
な
る
支
援
に
つ
い
て

市民のみなさんが、日頃考えて
いる意見や要望を誰でも市議会に
提出することができます。

議員の紹介のあるものが請願、
ないものが陳情です。

議会に提出された請願等（陳情
で内容が請願に適合するものを含
む）は、担当委員会で審査されま
す。

なお、請願・陳情者の署名があ
れば押印は不要です。

請願等の書式（例）

○○○○に関する請願
（紹介議員がないものは陳情）

請願（陳情）の要旨

紹介議員
　　　○○○○印

　　年　月　日
（あて先）昭島市議会議長

請願（陳情）者
住所　○○○○
氏名　○○○○印
電話　○○○○

目の不自由な方に、市議会の活動を
よりよく知っていただくため、声の市
議会だより・点字市議会だよりを発行
しています。
ご希望の方は、議会事務局までご連
絡ください。
電話　０４２-５４４-４４７６（直通）

請 願・陳 情 の 提 出 方 法
ご利用ください
　声の市議会だより
　　点字市議会だより
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み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク	

篠
原 

有
加  

議
員

女
性
も
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
そ
う

無

会

派	

ゆ
ざ 

ま
さ
子 

議
員

子
ど
も
達
へ
の

支
援
に
つ
い
て
問
う


